
プノンペン

 

　「
メ
コ
ン
川
な
ど
が
東
側
に
位
置
し

て
い
る
た
め
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
は
よ
り

開
け
た
西
側
に
広
が
っ
て
き
ま
し
た
」

と
説
明
す
る
の
は
、
長
年
に
わ
た
り
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
交
通
整
備
計
画
に
関
わ
っ

て
き
た
株
式
会
社
メ
ッ
ツ
研
究
所
の
古

藤
政
人
さ
ん
だ
。「
近
年
は
、
環
状
道

路
や
橋
の
整
備
な
ど
の
お
か
げ
で
、
北

部
や
南
部
で
も
開
発
が
始
ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
ま
だ
西
側
ほ
ど
は
街
が
広

が
っ
て
い
ま
せ
ん
」

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
主
要
な
幹
線
道
路

れ
と
並
行
し
て
公
共
交
通
機
関
と
し
て

の
バ
ス
導
入
や
、
交
差
点
改
良
な
ど
の

交
通
管
理
、
運
転
免
許
や
取
り
締
ま
り

制
度
の
確
立
、
交
通
人
材
の
育
成
な
ど

の
計
画
も
盛
り
込
ま
れ
た
。
当
時
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
か
ら
関
わ
っ
て
き

た
古
藤
さ
ん
は
公
共
交
通
の
重
要
性
に

着
目
し
、
市
営
バ
ス
の
運
行
実
験
を
行

う
な
ど
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
交
通
状
況
改

善
に
取
り
組
ん
で
き
た
。「
２
０
０
０

年
代
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
は
公
共
交
通
が
普

及
し
な
い
ま
ま
車
や
バ
イ
ク
が
増
加

し
、
渋
滞
が
深
刻
化
す
る
と
同
時
に
、

交
通
事
故
が
増
え
る
と
い
う
問
題
を
抱

え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
07
年
か
ら

交
通
安
全
に
主
軸
を
置
い
た
技
術
協
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、
プ
ノ
ン
ペ

ン
市
公
共
事
業
運
輸
局
や
交
通
警
察
と

共
に
、
渋
滞
や
交
通
事
故
を
減
ら
し
て

安
全
で
快
適
な
街
を
つ
く
る
こ
と
に
取

り
組
ん
で
き
た
の
で
す
」

　
信
号
が
あ
っ
て
も
、
守
ら
な
け
れ
ば

意
味
が
な
い
。
危
険
な
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
車
や
バ
イ
ク
を
運
転
す
る
人
た
ち

を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
育
に
力
を

入
れ
、
長
い
時
間
を
か
け
て
利
用
者
の

メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
を
変
え
て
い
く
取
り

組
み
が
続
い
た
。

　
深
刻
化
す
る
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
交
通
事

情
を
踏
ま
え
て
、
新
た
に
策
定
さ
れ
た

の
が
、
２
０
１
４
年
版
の
交
通
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
だ
。
特
徴
は
、
目
指
す
未
来

像
か
ら
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
導
き
出

す
〝
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
〞

と
い
う
手
法
で
作
ら
れ
た
こ
と
。

古
藤
さ
ん
は
「
高
度
経
済
成
長
期

に
日
本
が
手
掛
け
た
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
長
実
績

を
基
に
将
来
を
予
測
し
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
計
画
を
立
て
る
〝
フ
ォ

ー
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
〞
と
い
う
手

法
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
」
と
話

す
。
し
か
し
、
環
境
問
題
が
深
刻

化
し
、
未
来
予
測
が
難
し
い
現
在
、

昔
と
同
じ
計
画
の
立
て
方
は
現
実

に
そ
ぐ
わ
な
い
。
そ
こ
で
プ
ノ
ン

ペ
ン
の
場
合
、
古
藤
さ
ん
た
ち
は

関
係
者
と
協
議
を
繰
り
返
し
、
住

民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
積
み

重
ね
、
持
続
可
能
な
都
市
と
し
て

の
未
来
を
想
定
。公
共
交
通
利
用
率
を

２
０
１
２
年
の
ゼ
ロ
か
ら
35
年
に
３
割

に
す
る
目
標
を
立
て
た
。

　
人
や
建
物
が
密
集
す
る
都
会
で
は
、

道
路
に
使
え
る
空
間
に
は
限
界
が
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
渋
滞
な
く
ス
ム
ー

ズ
に
人
や
車
が
移
動
で
き
る
環
境
を
作

る
た
め
に
は
、
公
共
交
通
機
関
の
活
用

が
鍵
に
な
る
の
だ
。
東
京
で
も
５
割
程

度
と
考
え
る
と
利
用
率
３
割
と
い
う
数

字
は
野
心
的
に
見
え
る
が
、
今
の
プ
ノ

ン
ペ
ン
に
は
存
在
し
な
い
都
市
鉄
道
の

よ
う
な
軌
道
系
が
開
通
し
た
ら
、
ど
の

よ
う
な
と
き
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
か

な
ど
、
仮
想
的
な
条
件
下
で
利
用
者
の

意
識
を
尋
ね
る
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て

設
定
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

　「
環
境
や
財
政
的
な
制
約
の
中
で
、
都

市
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
市

民
を
含
め
た
関
係
者
全
員
が
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と

説
明
す
る
古
藤
さ
ん
。
実
際
に
、
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
作
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、

政
府
・
地
方
行
政
機
関
や
交
通
警
察
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
生
や
民
間
企
業
、

一
般
市
民
な
ど
、
多
種
多
様
だ
。
そ
の

一
方
で
、
関
係
者
の
中
に
も
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
作
り
は
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
実
行
す

る
の
は
上
層
部
の
役
割
と
考
え
、
自
分

た
ち
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
べ
き

仕
事
だ
と
認
識
し
て
い
な
い
人
も
多
い

と
い
う
。
大
学
で
も
都
市
計
画
を
扱
う

講
座
は
少
な
い
。
次
世
代
の
担
い
手
育

成
に
向
け
て
、
教
育
面
の
拡
充
が
欠
か

せ
な
い
。

の
整
備
・
改
良
が
終
わ
り
、
ベ
ト
ナ
ム

の
ホ
ー
チ
ミ
ン
か
ら
プ
ノ
ン
ペ
ン
を
経

由
し
て
、
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
ま
で

を
結
ぶ
国
際
回
廊
も
完
成
し
た
。

　
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
は
、
日
本
の
協
力
に

よ
り
作
成
さ
れ
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
本
格
的
な

整
備
が
２
０
０
１
年
に
始
ま
っ
た
。
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
当
初
の
狙
い
は
、
激

し
い
内
戦
を
経
て
疲
弊
し
た
都
市
の
交

通
イ
ン
フ
ラ
の
骨
格
整
備
だ
。
主
な
対

象
は
郊
外
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
そ

未
来
の
都
市
の
姿
を
描
く

新
た
な
公
共
交
通
計
画

　
新
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
最
優
先

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
軌
道
系
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
だ
。
車
両
基
地
用

地
の
確
保
に
め
ど
が
付
き
、
い
よ
い
よ

こ
れ
か
ら
軌
道
系
整
備
に
向
け
た
準
備

調
査
が
始
ま
る
。
そ
れ
と
並
行
し
て
提

案
し
た
短
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
、
都

心
部
の
信
号
整
備
と
公
共
バ
ス
シ
ス
テ

ム
の
構
築
な
ど
は
日
本
の
協
力
で
既
に

始
ま
っ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了

ま
で
に
、
こ
れ
ら
の
公
共
交
通
機
関
を

プ
ノ
ン
ペ
ン
に
根
付
か
せ
、
道
路
利
用

者
の
交
通
安
全
教
育
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

　
長
年
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
見
守
っ
て
き

た
古
藤
さ
ん
。「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
発
展

に
は
地
方
部
の
貧
困
削
減
と
、
首
都
の

活
性
化
の
両
者
が
欠
か
せ
な
い
」
と
の

考
え
か
ら
、
来
年
度
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン

の
み
な
ら
ず
地
方
部
の
交
通
安
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加
す
る
予
定
だ
。
今

は
亡
き
古
藤
さ
ん
の
妻
も
カ
ン
ボ
ジ
ア

が
大
好
き
で
、
最
後
の
夫
婦
旅
行
で
は

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
を
訪
れ
た
。
そ
の

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
も
、
近
年
は
車
の

排
気
ガ
ス
の
悪
影
響
を
被
っ
て
い
る
と

い
う
。
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
が
あ
る
カ

ン
ボ
ジ
ア
第
二
の
都
市
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ

プ
市
で
環
境
に
優
し
い
交
通
管
理
計
画

を
立
案
す
る
の
が
、
古
藤
さ
ん
の
次
の

目
標
だ
。

　
交
通
環
境
を
改
善
し
、
街
を
活
性
化

し
、
若
い
世
代
の
専
門
家
を
育
て
る

―
―
古
藤
さ
ん
は
胸
の
内
に
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
未
来
地
図
を
描
い
て
い
る
。

特集 都市開発マスタープラン
街と人の未来を描く

市の中心部では渋滞が深刻化
している。かといって、道を広げ、
交通量を増やすには限界があ
る。公共交通機関の出番だ

現地関係者との会議。使える
土地や予算が限られる中では、
多くの人たちとの話し合いやコ
ンセンサスの構築が不可欠だ
（一番左が古藤さん）

マスタープラン作成に当たって行われた、路上駐車対策と一方通行・歩道整
備の社会実験。プノンペン市公共事業局の副局長など、現地の若手リーダー
が沿道住民との調整に尽力して実現。学生ボランティア（写真左）も協力した

市内バスの運行実験初日。特
に、若い世代は公共交通機関
に大きな期待を寄せている

　
　
　
　
　
　
　

　
１
８
０
万
超
の
人
口
を
擁
す
る
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
。
メ
コ
ン

川
、
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
川
、
ト
ン
レ
バ
サ

ッ
ク
川
の
合
流
点
に
位
置
し
、
古
く
か

ら
水
運
の
要
所
と
し
て
栄
え
て
き
た
。

優
れ
た
立
地
の
都
市
だ
が
、
車
を
は
じ

め
と
す
る
陸
運
の
重
要
性
が
増
し
た
今

日
に
お
い
て
、
川
の
存
在
は
逆
に
足
か

せ
と
な
っ
て
い
る
。

川
が
見
守
る
王
の
都

新
た
な
課
題
は
市
内
交
通

経
済
発
展
著
し
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
。

社
会
の
移
り
変
わ
り
は
、
必
要
と
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
の
変
化
も
意
味
す
る
。

首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
発
展
に
寄
り
添
い
、
未
来
を
描
く
交
通
計
画
を
追
っ
た
。

復
興
か
ら
発
展
へ

交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
変
遷

プノンペンで交通量が特に多い道の一つ、
ロシア通り。市内から西側に伸びるこの通
りに沿って、市街化が進んでいる
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